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組
合
長
　
三さ
ん
べ瓶 

清せ
い
し志
さ
ん

前
組
合
長
　
馬ば

ば場 

崇た
か
し嗣
さ
ん

南
郷
ト
マ
ト
生
産
組
合
は
、南

会
津
郡
の
南
会
津
町
、只
見
町
、下

郷
町
の
１
２
５
戸
で
構
成
す
る（
平

成
27
年
４
月
）。夏
秋
ト
マ
ト
は
７

～
10
月
に
出
荷
し
、作
付
面
積
は

33
・
6
㌶（
平
成
25
年
度
）。福
島

県
全
体
で
は
９・５
％
に
と
ど
ま
る

が
、10
㌃
当
た
り
収
量
は
10
・２
㌧

と
、県
平
均
の
１・７
倍
、全
国
平
均

の
２・４
倍
に
も
上
る
。出
荷
量
は

３
０
８
１
㌧
と
県
全
体
の
16
・７
％

を
占
め
て
い
る
。

３
町
で
は
水
稲
栽
培
が
盛
ん
な

一
方
で
、養
蚕
や
酪
農
な
ど
が
振
る

わ
ず
、農
家
経
営
を
将
来
に
わ
た
り

支
え
ら
れ
る
品
目
を
見
つ
け
る
の
が

課
題
だ
っ
た
。そ
こ
で
、注
目
さ
れ
た

の
が
ト
マ
ト
だ
。山
砂
や
川
砂
が
多
い

土
地
は
、排
水
が
良
好
で
ト
マ
ト
栽

培
に
適
し
て
い
た
。昭
和
37
年
、南
郷

村（
現・南
会
津
町
南
郷
地
区
）の
14

人
が
ト
マ
ト
研
究
部
を
組
織
し
50

Ｊ
Ａ
会
津
み
な
み
の
選
果
場
で

選
果
さ
れ
た
も
の
だ
け
を「
南
郷

ト
マ
ト
」の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
出
荷
す

る
。出
荷
先
は
県
内
１
、京
浜
地
区

７
、関
西
１
の
合
計
９
市
場
の
他
、

直
売
所
、宅
配
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
取
り
扱
い
、全
国
に
届
け
ら
れ
て

い
る
。市
場
販
売
額
は
全
体
で
約

９
億
６
０
０
０
万
円（
平
成
25
年

度
）。単
位
面
積
当
た
り
の
収
量
が

多
い
、効
率
的
な
経
営
の
実
現
に
よ

り
、単
価
は
キ
ロ
３
１
２
円（
平
成
25

年
度
）と
、県
内
の
Ｊ
Ａ
系
統
が
取

り
扱
っ
た
ト
マ
ト
の
同
３
０
１
円
を

大
き
く
上
回
っ
た
。

㌃
で
栽
培
を
始
め
た
の
を
き
っ
か
け

に
、次
第
に
栽
培
者
が
増
加
。昭
和

40
年
に
は
同
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。

産
地
を
躍
進
さ
せ
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
が
、昭
和
51
年
に
現・南
会

津
町
に
設
置
さ
れ
た
選
果
場
だ
。そ

れ
ま
で
は
、農
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家

で
出
荷
物
を
選
別・箱
詰
め
す
る
個

選
だ
っ
た
。選
果
場
の
設
置
に
よ
り

農
家
の
肉
体
的
な
負
担
は
大
幅
に

軽
減
さ
れ
た
。昭
和
53
年
に
は
只
見

町
に
も
設
置
さ
れ
、産
地
の
栽
培
規

模
は
17・６
㌶
に
拡
大
し
た
。前
組

継
続
し
て「
南
郷
ト
マ
ト
」を

扱
って
い
る
京
浜
地
区
の
量
販
店
は
、

「
パ
ー
ト
ナ
ー
店
」と
位
置
付
け
て
、

合
長
の
馬
場
崇
嗣
さ
ん（
63
）は
、就

農
２
年
目
の
昭
和
51
年
に
ト
マ
ト
栽

培
を
始
め
、長
年
に
わ
た
り
産
地
を

け
ん
引
し
て
き
た
。馬
場
さ
ん
は「
個

選
で
は
選
別
作
業
に
か
か
り
き
り
に

な
って
規
模
拡
大
が
難
し
く
、将
来

性
も
期
待
で
き
な
かった
。選
果
場
の

設
置
が
ト
マ
ト
導
入
を
後
押
し
し
て

く
れ
た
」と
振
り
返
る
。

さ
ら
に
、昭
和
62
年
に
は
、部
会

主
導
に
よ
り
産
地
全
域
で
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
に
よ
る
栽
培
に
切
り
替
え
、安

定
供
給
を
実
現
さ
せ
た
。平
成
15

販
売
促
進
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

る
。生
産
者
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
が
参
加

す
る
店
頭
販
売
は
、Ｊ
Ａ
全
農
福
島

と
の
共
同
で
シ
ー
ズ
ン
中
に
20
回
程

度
実
施
。ト
マ
ト
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、消
費
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ

も
直
接
受
け
止
め
る
機
会
と
な
って

い
る
。一
部
量
販
店
と
は
、予
約
相

対
取
引
も
行
って
い
る
。

規
格
外
品
は
加
工
用
と
し
て
集

荷
さ
れ
る
。「
南
郷
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
」

は
年
間
約
55
万
缶（
1
缶
1
9
0

㌘
）製
造
さ
れ
、収
穫
翌
年
の
夏
を

待
た
ず
に
完
売
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気

だ
。ま
た
、Ｊ
Ａ
会
津
み
な
み
の
子

年
に
は
光
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
選
別
機

と
自
動
箱
詰
め
機
を
導
入
。冬
季

の
降
雪
を
生
か
し
た
雪
室
で
予
冷

す
る
こ
と
な
ど
で
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン

を
整
備
し
、よ
り
計
画
的
な
出
荷
に

つ
な
げ
て
い
る
。「
南
郷
ト
マ
ト
」の
ブ

ラ
ン
ド
名
は
、平
成
16
年
に
意
匠
登

録
、平
成
19
年
に
は
地
域
団
体
商
標

と
し
て
登
録
さ
れ（
商
標
権
者
は
Ｊ

Ａ
会
津
み
な
み
）、産
地
の
知
名
度

会
社
で
あ
る
只
見
特
産
が
加
工
販

売
し
て
い
る「
南
郷
ト
マ
ト
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
」、そ
し
て「
南
郷
ト
マ
ト
酢
」は

平
成
25
年
と
平
成
26
年
、福
島
県

が
主
催
す
る「
ふ
く
し
ま
お
い
し
い

大
賞
」に
お
い
て
、2
年
連
続
で
大
賞

に
選
ば
れ
た
。

ア
ッ
プ
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

ト
マ
ト
栽
培
歴
が
長
い
産
地
で

は
、連
作
障
害
と
し
て
青
枯
病
な
ど

の
土
壌
病
害
が
多
発
す
る
傾
向
が

強
い
。し
か
し
、同
組
合
は
50
年
以

上
の
栽
培
歴
に
も
か
か
わ
ら
ず
、標

高
が
高
く
夏
の
気
温
が
他
産
地
に

比
べ
低
い
こ
と
か
ら
、標
高
の
低
い
一

部
を
除
き
、連
作
障
害
は
ほ
と
ん
ど

問
題
に
な
って
い
な
い
。

全
国
、県
レ
ベ
ル
超
の
収
量

効
率
経
営
、高
単
価
も
実
現

選
果
場
が
労
力
軽
減

規
模
拡
大
も
後
押
し

農家の平均経営規模の推移

農家の平均経営収支（夏秋トマト）の推移

部門 水稲

224a
246a
246a

夏秋トマト

27.0a
28.4a
27.6a

平成23
平成24
平成25

年度

年度 平成23

6,963
4,560
2,403

収入
支出
所得

部門 平成24

7,853
5,319
2,534

平成25

7,894
5,169
2,725

（千円）

南郷トマト生産組合と関係機関の組織図

南郷トマト振興協議会

監事

トマト女性部

トマトシルバークラブ

南郷トマト生産組合

副組合長

組合長

理事

トマト研究部

支部 支部 支部 支部 支部 支部 支部

各生産者

南会津町
只見町
下郷町

南郷トマト指導班

県南会津農林事務所農業振興普及部
ＪＡ会津みなみ

選別、箱詰めされた「南郷トマト」

規格外品を加工したトマトジュース

福島県南会津町、只見町、下郷町
　南会津町、只見町、下郷町は福島県南西
部にある。標高350m以上の中山間地で、
気温は昼夜の寒暖差が大きい。夏は冷涼、
冬は寒さが厳しく、東北でも有数の豪雪地
帯に挙げられる。山間部を水源にした豊富
で清らかな河川や地下水を利用して、夏秋ト
マトを中心に園芸品目と水稲の複合経営が
定着している。

福島県

栃木県

新潟県

光センサーによる選別機や自動箱詰め機を整備した選果場（南会津町）

地域団体商標の商標登録証

遠
隔
、
多
雪
地
で
ブ
ラ
ン
ド
産
地
確
立

福
島
県
南
会
津
町

J
A
会
津
み
な
み 

南
郷
ト
マ
ト
生
産
組
合

品
質
、食
味
が
高
評
価

新
規
就
農
に
手
厚
い
支
援

Top Runners of
Japanese Agriculture集団組織

大賞
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Ｊ
Ａ
会
津
み
な
み
の
南な

ん
ご
う郷
ト
マ
ト
生せ

い
さ
ん
く
み
あ
い

産
組
合（
福
島
県
南
会
津
町
）は
、消
費
地
か
ら
の
遠
隔
、多
雪
地
と
い
う
不
利
な
条
件

の
下
で
、50
年
に
わ
た
り
夏
秋
ト
マ
ト
を
生
産
し
、「
南
郷
ト
マ
ト
」の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
さ
せ
た
。光
セ
ン
サ
ー
※
１
に
よ
る
選
果
や

雪ゆ
き
む
ろ室
予
冷
※
２
な
ど
を
導
入
、特
に
９
〜
10
月
に
安
定
し
た
品
質
、良
食
味
、出
荷
数
量
を
確
保
す
る
こ
と
で
市
場
か
ら
高
い
信

頼
を
得
て
い
る
。徹
底
し
た
ブ
ラ
ン
ド
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、規
格
外
品
を
ト
マ
ト
ジュ
ー
ス
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
加
工
、販
売
す

る
。I
タ
ー
ン
に
よ
る
新
規
就
農
者
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
、農
家
、Ｊ
Ａ
、行
政
が一
体
と
な
り
産
地
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。
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行
い
、組
合
の
栽
培
技
術
向
上
に
貢

献
し
て
い
る
。「
女
性
部
」は
店
頭
販

売
に
よ
る
産
地
Ｐ
Ｒ
を
担
当
。65
歳

以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
が
所
属
す
る
シ
ル

バ
ー
ク
ラ
ブ
も
、情
報
交
換
や
技
術

研
鑽
に
努
め
て
い
る
。

県
知
事
賞
を
は
じ
め
と
す
る
５
つ

の
優
秀
賞
、品
質
や
収
量
の
上
位
者

を
表
彰
す
る
部
門
賞
、新
規
就
農

者
が
対
象
の
新
人
賞
、65
歳
以
上
の

シ
ル
バ
ー
賞
な
ど
多
彩
な
表
彰
制
度

も
設
け
て
、組
合
員
の
意
欲
を
喚
起

し
て
い
る
。

環
境
に
配
慮
し
た
栽
培
で
、消
費

者
に
よ
り
安
心
し
て
お
い
し
い
ト
マ
ト

を
食
べ
て
も
ら
う
取
り
組
み
に
も
力

同
組
合
と
、県
南
会
津
農
林
事

務
所
農
業
振
興
普
及
部
、Ｊ
Ａ
会

津
み
な
み
、南
会
津
町
、只
見
町
、下

郷
町
は「
南
郷
ト
マ
ト
振
興
協
議

会
」を
設
け
て
お
り
、組
合
内
部
の

各
組
織
と
、行
政
関
係
者
ら
が
連

携
し
て
産
地
振
興
に
努
め
て
い
る
。

同
組
合
は
健
全
苗
を
供
給
す
る

た
め
、独
自
に
育
苗
セ
ン
タ
ー
を
運

営
し
て
い
る
。役
員
会
は
、育
苗
方
針

や
品
種
の
選
定
な
ど
を
決
定
す
る

他
、新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
の
可

否
や
研
修
先
も
決
め
て
い
る
。

「
研
究
部
」は
主
に
40
歳
未
満
の

生
産
者
約
50
人
で
構
成
す
る
。品

種
試
験
や
各
生
産
資
材
の
試
験
を

を
入
れ
て
い
る
。栽
培
面
で
は
、国
の

農
業
生
産
工
程
管
理（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）※
３
の

共
通
基
盤
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
準
拠
し
て
、「
南
郷
ト
マ
ト
生
産
工

程
管
理
マ
ニュ
ア
ル
」を
策
定
。施
肥

や
農
薬
使
用
の
記
帳
、記
帳
し
た
日

誌
の
回
収
、農
薬
の
適
正
使
用
に
つ

な
げ
て
い
る
。全
生
産
者
が
エコファ
ー

マ
ー
を
取
得
し
、化
学
農
薬
の
使
用

量
を
慣
行
よ
り
２
割
削
減
、化
学
肥

料
を
同
４
割
削
減
し
た
減
農
薬・減

化
学
肥
料
栽
培
を
行
って
い
る
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
発
生
後
の
平
成
24

年
か
ら
は
、作
付
け
前
に
全
圃
場
の

１
４
４
カ
所
、用
水
路
36
水
系
を
対

象
に
、放
射
性
物
質
の
検
査
を
実
施

し
て
い
る
。選
果
場
で
は
出
荷
シ
ー

ズ
ン
中
の
毎
週
、全
生
産
者
を
対
象

に
出
荷
さ
れ
た
ト
マ
ト
か
ら
１
個
を

採
取
し
て
検
査
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。平
成
25

年
は
１
６
０
０
点
を
検
査
し
、す
べ
て

測
定
下
限
値
以
下
だ
っ
た
。

ま
た
、同
組
合
の
指
導
班
が
、栽

培
技
術
や
病
害
虫
防
除
に
関
す
る

情
報
を
年
15
回
程
度
、組
合
員
に

発
信
し
て
、効
率
的
な
管
理
と
防
除

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。

全
組
合
員
を
対
象
に
圃
場
の
土
壌

分
析
も
行
い
、適
正
施
肥
を
推
進
し

て
い
る
。

同
組
合
の
大
き
な
特
徴
は
、組
合

員
の
平
均
年
齢
が
54
歳
と
全
国
的

に
見
て
も
低
い
こ
と
だ
。20
～
40
歳

代
で
35
％
を
占
め
、栽
培
歴
40
年
以

上
の
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
ま
で
偏
り

な
く
い
る
た
め
、20
年
先
も
産
地
の

存
続
、発
展
が
期
待
で
き
る
。背
景

に
は
、新
規
就
農
者
の
積
極
的
な
受

け
入
れ
と
手
厚
い
支
援
体
制
の
整

備
が
あ
る
。

就
農
に
は
①
労
力
確
保
の
た
め

夫
妻
、も
し
く
は
親
族
を
伴
っ
て
定

住
す
る
②
ベ
テ
ラ
ン
農
家
の
も
と
で

お
お
む
ね
２
年
間
研
修
を
受
け
る

―
―
な
ど
を
条
件
に
し
て
い
る
。農

し
た
。鶴
見
さ
ん
夫
妻
は「
自
分
た

ち
と
同
じ
よ
う
に
Ｉ
タ
ー
ン
で
就
農

し
た
人
も
多
い
の
で
、営
農
は
も
ち

ろ
ん
生
活
面
で
も
気
軽
に
話
が
で

き
る
の
が
心
強
い
」と
話
す
。

不
安
定
な
収
量
、豪
雪
に
よ
る
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
、原
発
事
故
に
伴

う
風
評
被
害
…
…
。長
い
栽
培
の
歴

史
の
中
で
、産
地
が
つ
ぶ
れ
そ
う
な

ピ
ン
チ
は
度
々
訪
れ
た
。そ
の
た
び
に
、

「
ト
マ
ト
栽
培
は
地
元
の
貴
重
な
産

業
だ
」と
の
思
い
か
ら
、地
元
の
関
係

者
が
復
興
に
協
力
し
て
き
た
。組
合

長
の
三
瓶
清
志
さ
ん（
52
）は「
生
産

者
だ
け
で
は
到
底
、産
地
を
守
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。地
元
住
民
と

と
も
に
、ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
ま
で
全

組
合
員
が
協
力
し
て
、こ
の
産
地
を

次
世
代
に
つ
な
げ
た
い
」と
将
来
を

見
据
え
る
。

　評価された第1点は、「新規就農
者の増加による平均年齢の若さ」で
ある。組合では、Iターンを含めた新規
就農者の受け入れを積極的に行っ
ている。人材確保の方法もユニーク
で、Iターン就農者の半分程度は近
隣のスキー場を訪れていた若者であ
る。現在、30代から70代まで20数
人の新規就農者がいるが、営農指
導員等の「南郷トマト指導班」による
手厚い支援体制もあって、ここ5年
間は離農者もなく、持続的な発展が
期待できる。

　第2点は、「遠隔多雪地という不
利な条件、あるいは、高い標高の気
象条件を最大限に活用して高品質
トマトを生産していること」である。冬
季の降雪を利用した雪室で予冷を行
うことでコールドチェーンを確立し、計
画出荷を実現している。また、夏の温
度が低いことから、50年以上も病害
防除のための土壌消毒を行っていな
い。

　第3点は、「徹底したブランド管理」
である。苗はすべて生産組合を通じ
て購入し、JAの選果場で選果された
ものだけが、「南郷トマト」としての扱
いを受ける。

　このように、若く持続性が期待で
き、市場の信頼も厚い生産組合であ
り、トマトを基幹作物とした高収益農
業のモデルとして高く評価できる。

し
た
後
、平
成
27
年
春
か
ら
本
格
的

に
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
て
い
る
。

鶴
見
さ
ん
は「
農
業
経
験
ゼ
ロ
で

も
支
援
体
制
が
整
って
い
る
の
で
、安

心
し
て
独
立
経
営
への
準
備
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。研
修
は
厳
し
かっ
た

が
、お
か
げ
で
自
信
を
持
っ
て
経
営

に
挑
戦
で
き
る
」と
力
を
込
め
る
。ト

マ
ト
の
経
営
面
積
は
約
25
㌃
。４
月

中
旬
、鶴
見
さ
ん
が
自
前
の
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
を
建
て
る
の
を
手
伝
う
た
め

に
、「
研
究
部
」の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ

た
。雪
解
け
の
圃
場
に
等
間
隔
で
パ

イ
プ
を
次
々
と
差
し
込
み
、ハ
ウ
ス
の

形
を
仕
上
げ
た
。「
新
人
が
ト
マ
ト

栽
培
を
始
め
る
か
ら
と
若
手
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
的
に
集
ま
っ
て
く
れ
た
。み

ん
な
で
育
て
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が

あ
る
の
が
、う
ち
の
組
合
の
強
み
だ
」

と
馬
場
前
組
合
長
。妻
の
智さ
と
こ子

さ
ん

（
33
）と
は
ス
キ
ー
場
で
知
り
合
い
、

就
農
を
き
っ
か
け
に
１
年
前
に
結
婚

建
設
、斡
旋
し
て
お
り
、生
活
面
で
の

不
安
を
取
り
除
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
同
組
合
、Ｊ
Ａ
、行

政
に
よ
る
取
り
組
み
の
結
果
、平
成

４
年
度
か
ら
は
、ほ
ぼ
毎
年
１
～
３

戸
の
Ｉ
タ
ー
ン
就
農
者
の
受
け
入
れ

に
成
功
し
て
い
る
。ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
熱
狂
的
な
愛
好
者
が
毎

年
、近
隣
の
ス
キ
ー
場
を
訪
れ
て
い
る

う
ち
に
、ス
キ
ー
場
で
働
い
て
い
る
若

手
組
合
員
か
ら
同
組
合
の
活
動
を

聞
い
て
関
心
を
持
ち
就
農
す
る
ケ
ー

ス
が
、I
タ
ー
ン
就
農
者
の
半
分
程

度
を
占
め
て
い
る
。

茨
城
県
つ
く
ば
市
出
身
の
鶴つ
る
み見

竜た
つ
や也

さ
ん（
26
）も
、シ
ー
ズ
ン
中
は
毎

週
ス
キ
ー
場
を
訪
れ
て
い
た
熱
烈
な

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
愛
好
者
。「
こ
の
地
に

定
住
し
て
、ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
存
分
に

楽
し
め
る
生
活
を
続
け
た
い
」と
決

意
し
、Ｉ
タ
ー
ン
で
就
農
し
た
。馬
場

前
組
合
長
の
も
と
で
２
年
間
研
修

地
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
受
け
入

れ
農
家
が
地
主
と
交
渉
し
た
り
、就

農
後
も
組
合
長
、Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導

員
、県
南
会
津
農
林
事
務
所
農
業

振
興
普
及
部
職
員
な
ど
で
構
成
す

る「
指
導
班
」が
、収
量
を
確
保
で
き

る
よ
う
に
個
別
に
巡
回
指
導
し
た

り
す
る
。さ
ら
に
、南
会
津
町
で
は
、

新
規
就
農
者
向
け
に
賃
貸
住
宅
を 目ぞろえ会で選果場に集まった生産者新規就農者向けの賃貸住宅（南会津町）

ボランティアによるパイプハウスの除雪

生産者らによる量販店での販促活動

パイプハウス建設に集まった若手生産者と鶴見さん夫妻（右手前）ら　

行
政
、
Ｊ
Ａ
一
体
で
振
興

年
齢
別
組
織
設
け
活
動
も

地
域
住
民
と
と
も
に

ト
マ
ト
産
地
次
代
に

安
心
・
安
全
を
確
保

積
極
的
に
情
報
発
信

若
手
Ｉ
タ
ー
ン
就
農
が
続
々

農
地
の
仲
介
、住
宅
斡
旋
も

※
１　

野
菜
や
果
実
の
糖
度
、重
量
な
ど
を
測

る
の
に
使
う
。実
を
傷
つ
け
な
く
て
済
む
た

め
、選
果
場
で
の
選
別
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

※
２　

冬
に
降
っ
た
雪
を
保
存・活
用
し
て
、野

菜
や
果
実
を
保
管
す
る
施
設
を
冷
や
す
仕

組
み
。

※
３　

農
産
物
の
生
産
現
場
で
、農
業
者
自
ら

が
生
産
工
程
全
体
を
①
点
検
項
目
の
策
定

（
Ｐ
）②
農
作
業
内
容
の
記
録・保
存（
Ｄ
）③

自
己
点
検（
Ｃ
）④
改
善
が
必
要
な
部
分
の

把
握
と
見
直
し（
Ａ
）―
―
と
い
う「
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
」サ
イ
ク
ル
の
手
法
で
見
直
し
、改
善
す
る

取
り
組
み
。

審査講評

　加入戸数が125戸、平均年齢54
歳の若い組合である。トマト売上高は
1戸当たり750万円超を達成してい
る。7〜10月の夏秋トマト出荷である
が、特に9〜10月におけるトマトの安
定した品質、食味、数量を確保するこ
とで市場の高い信頼を得ている。

大杉 立 委員長
中央審査会


